
 

 

 

 

 

 

 

ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ２，ＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙによる 

   ＯＤＦ解析後の逆極点図解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２６年０１月０７日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 材料表面の方位解析として、ｒａｎｄｏｍ試料と比較する方法がある。 

   Ｍｏターゲットを用い、ｒａｎｄｏｍ試料との強度比、積分比で表す。 

   α－Ｆｅの場合 

  

  １１方向の強度比が測定可能でする。 

  又、ODF解析から逆極点図を測定可能。 

  ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ付属のＦｅデータで比較すると、スカスカな状態である。 

  

  図中の（ｈｋｌ）強度が、ｓａｍｐｌｅ／ｒａｎｄｏｍで１１か所を示す。 

 

 ODF解析が重要であることが分かります。 

 ベクトル法では逆極点図を３６分割して表現します。 

 



 

 

     「ベクトル法による集合組織の３次元解析」長嶋普一より 

この表現法の比較 

     (hkl)強度 Box 番号   Box 内の積分(%) 

  

 

３６分割中の１１か所の評価です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３６Ｂｏｘの（ｈｋ）のプロット 

逆極点図上に以下の（ｈｋｌ）をプロットする。 

  

 

 

 ３６Ｂｏｘの（ｈｋｌ）を逆極点図上に描画 

 （ｈｋｌ）１．０は逆極点図上の強度を計算して表示 

 上記逆極点図はすべてのデータを１．０として表示 

 

 

 

 



３６Ｂｏｘの積分強度（％） 

  

 ＶｅｃｔｏｒＮｕｍｂｅｒの２７は２６と同じ（２３４）のため、（２６＋２７）／２ 

 表示は２６２７（２３４）とします。加算した場合、全体の平均値も再計算します。 

 ＢｏｘＮｕｍｂｅｒは、外周から内周に向かって並んでいます。 

   

 ２．７７８％（１００／３６）はｒａｎｄｏｍレベルです。 



外周グラフ 

 

Ａｌｌグラフ 

 

 ＶＮｕｍｂｅｒ（ｈｋｌ）を％で表示します。 

 



逆極点の扱い 

 逆極点も極点図や ODF図と同様に方位の定量ではなく、相対強度です。 

 方位による４：２：１の関係があり、方位の定量はＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算が必要です。 

 以下を参考にしてください。 

https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/InverseCubicContourDisplay/InverseCubicContourDisplay20260103.pdf 

 

関係するソフトウエア 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｒｅｃｔｉｏｎ 

  （ｈｋｌ）＜－＞逆極点角度 

 ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ 

  各種ＯＤＦソフトウエアＥｘｐｏｒｔ逆極点図ファイルを当ソフトウエアに変換 

 ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐ 

  方位の逆極点図作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/InverseCubicContourDisplay/InverseCubicContourDisplay20260103.pdf


ＯＤＦから逆極点図を計算するソフトウエアの履歴 

 最初に作成したソフトウエアは、 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ 

  Ｖｅｒ１．０ ＬａｂｏＴｅｘ 

  Ｖｅｒ１．１ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

  Ｖｅｒ１．２ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

   読み込み後、ＬａｂｏＴｅｘの逆極点ファイルに変換し、解析を行った。 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ２ 

  Ｖｅｒ２．０２ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦのＯＤＦ１６をサポート 

  Ｖｅｒ２．０３ Ｖｅｃｔｏｒｍｅｔｈｏｄ 

  Ｖｅｒ２．０７ ＭＴＥＸのサポート 

    ＬａｂｏＴｅｘの逆極点ファイルに変換（精度低下？？） 

     

  

 ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ－＞ＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙ 

   ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙでＩｎｖｅｒｓｅｌｉｓｔ．ＴＸＴに変換 

  ＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｄｐｌａｙでＩｎｖｅｒｓｅｌｉｓｔ．ＴＸＴ表示 

  ＬａｂｏＴｅｘ 

  ｐｏｐＬＡ 

  ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

  ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

  ＭＴＥＸ 

  のサポート 

  Ｉｎｖｅｒｓｅｌｉｓｔ．ＴＸＴは精度が高い表現化可能 

 

 よって、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦｎｏＯＤＦ１６を処理した場合、 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ２とＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｕｎｔｅｒＤｉｓｐｌａｙで処理した 

 結果が異なります。 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐで処理した結果はＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ２で再現出来ます。 

 新たに使用される場合は、 

 ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ経由のＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｕｎｔｅｒＤｉｓｐｌａｙ 

    を試用してください。 

 

  

以下にＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ付属のＦｅ試料の解析を行ってみます。 

 

 

 

 

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦのＯＤＦ１６をＩｎｖｒｒｓｅＤｉｓｐ２で解析 

 

Ｆｕｌｌ 

 

 

 ２６と２７を纏めた場合のｒａｎｄｏｍレベルは、（１００／３５）＝２．８５７です。 



ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ経由のＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙで解析 

 

 

 

 



ＩｎｖｓｅＤｉｓｓｐ２とＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙ比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸの逆極点図をＥｘｐｏｒｔし、双方のソフトウエアで解析比較 

 

ＮＤ方向の逆極点図 

 

 

逆極点図をＥｘｐｏｒｔし比較 

 



ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ２ 

 

 

 ファイル名をＮＤＨＫＬ．ＴＸＹ－＞ＮＤＨＫＬ＿２．ＴＸＴに変更 

 

 



ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ経由 

 

 



比較 

 

ＩｎｖｅｒｓＣｕｂｉｃＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙの機能 

Ｂｏｘ積分（％）と方位強度比較 

 ３６Ｂｏｘの方位をＭＹＩＣＤＤに登録し指定 

 

 



 

ｒａｎｄｏｍ％＝１００／３６＝２．７７８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｒａｎｄｏｍ比率化 

  

 

ｒａｎｄｏｍレベル１．０に対する比率を表現 

  

  

  

 

  

 

 



 

 

 

 



まとめ 

 鉄材料などに、Ｍｏ管球を用いてｒａｎｄｏｍ試料との強度比を利用することがあります。 

   測定出来る方位は１１方向に限られる。 

   又、他の材料では回折線が少なく方位解析に利用されていない。 

   しかし、ＯＤＦ解析結果の逆極点図から３６分割法を利用することで得られる情報が増えます。 

   ＣＴＲソフトウエアでは２種類の方法を提供しています。ご利用ください。 

 

 


